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□ 事業内容
１ 森林所有者意向調査等の実施

市内の私有林人工林25.31ha（104筆、50人）の森林所有者に対し、
今後の森林の経営管理の意向の調査を実施した。

令和元年度に意向調査を実施し、市に委託を希望した15.56ha（72
筆、32人）について、立木調査（プロット調査）を実施した。

【事 業 費】6,915千円（全額譲与税）

【実 績】令和２年度意向調査面積 25.31ha（104筆、50人）

前年度調査分立木調査面積 15.56ha（72筆、32人）

２ 林道整備

森林経営計画等で間伐の計画がある路線の補修整備。

【事 業 費】1,111千円（全額譲与税）

【実 績】路面整備（2路線、670ｍ）

➢ 南さつま市では、所有者不明等により管理が行き届かない森林が増加し、災害発生防止や温暖化防止など森林の公益的機能の維持に支
障が生じていることを背景に、森林経営管理制度を進めており、事業の進捗等や関係者の意見を踏まえ、意向調査や路網補修等に森林
環境譲与税を活用している。

➢ 令和２年度においては、以下の取組を実施。

• 森林経営管理制度に基づく森林所有者への意向調査等の実施（地域林政アドバイザーとの連携）

• 森林経営計画等で間伐の計画がある路線の補修等林道の整備

➢ 令和３年度においては、更に、人材育成（補助金の創設）や木材利用（県産材を利用した木造建築）に活用することとしている。

鹿児島県 南さつま市（森林経営管理制度に基づく意向調査等の実施）

①令和２年度譲与額 21,266千円

②私有林人工林面積（※１） 6,370ha

③林野率（※２） 59％

④人口（※３） 35,439人

⑤林業就業者数（※３） 29人

□ 事業スキーム

２ 森林環境譲与税の活用策

令和２年度：現地確認システムの構築

：間伐等の計画のある路線の補修整備

１ 森林経営管理制度の実行

1年目：意向調査

2年目：集積計画の作成

3年目以降：配分計画の作成、施業の実施

□ 工夫・留意した点
①令和元年度意向調査結果を踏まえ、対象森林・対象者の

絞り込みを行い、対象範囲（林班数）を拡大

②市所有の森林管理システムとGNSSを連動した現地確認シ

ステムを構築し、意向調査や集積計画、伐採届等多岐に渡

り、森林の現地確認を容易に行えるようにした。

◇ 基礎データ

※１：「森林資源現況調査（林野庁、H29.3.31現在）」より、

※２：「2015農林業センサス」より、※３：「H27年国勢調査」より

（事業１：意向調査現地確認） （事業２：林道の補修）
（地域林政アドバイザー・現地確認システムの活用）

森林整備
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